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PBX機能でできること

本電話機を事業所 コ ー ド レ スシス テムで使用する場合、PBX（構内交換
機）の元で発信や着信な どのサービ ス を受ける こ と にな り ます。PBXに
は、ロー ミ ング機能やVoiceMail（通話録音装置）連動、転送/キャ ン プオン
などに対応し ている ものもあ り、対応し ているPBX機能については、本電
話機でも利用する こ とができます。

◆ソフトキーとは
画面の下部に表示される機能メ ニューで、VoiceMail（通話録音装置の音声
メ ール）や転送機能などのPBX機能や メ イ ン メ ニュー表示など、本電話機
で利用できる機能を選択できます。

機能キーの上下ボ タ ン を押す と、画面に表示されている ソ フ ト キーの機
能が切り替わり ます。
利用し たい機能を ソ フ ト キーに表示させ、F1キー、F2キー、機能キーの中
央で決定し ます。3つの選択ボ タ ンはそれぞれ、画面に表示されている ソ
フ ト キーの位置（左上、中央、右上）に対応し ています。

ソフ ト キーの使用方法

聞き取り

　モード　

　ピック　
パーク

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

ソフトキー
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ソ フ ト キーに表示されるサービスは、ソ フ ト キーモード によ り異な り ます。
ソ フ ト キーは、以下のモー ド で使用し ている場合に表示されます。
● OS1
● OS2
● OS3
● OS自動
● 公衆優先
● OS優先

● ソ フ ト キーに表示される各機能の表示位置（左上 / 中央 / 右上）は、ソ フ ト キー
モー ド の設定によ って異な り ます。
し たがって、本章での設定手順の画面は、実際の表示と異なる場合があ り ます。

● F1キー、F2キーに、よ く 使 う ソ フ ト キーの機能を割り当てる こ とができます。

ワンポイント
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PBX機能を設定する（ソフ ト キー）

「VoiceMail連動」、「転送/キャ ンプオン」、「割り込み」、「グルーピング」、「ホ
テル機能」を利用するには、ソ フ ト キーモー ド の設定が必要です。また、
PBX側での設定が必要なため、設定方法については工事・保守者にお問い
合わせ く だ さい。

◆有効になっている機能を確認する
PBX機能は、電話機の画面に表示されている ソ フ ト キーで操作し ます。ソ
フ ト キーに表示されている機能を、機能キーの上下ボ タ ンで確認し て く
ださい。

※「通話録音」「ウェイト」「会議」「割り込み」「割込拒否」は、
発信および着信後に表示される機能です。

表示キー 機能

聞き取り VoiceMail（通話録音装置の音声メッセー
ジ）を聞く

通話録音 通話録音をする

録音転送 すべての着信を通話録音装置へ転送する

不在転送 すべての着信を転送する

話中転送 通話中の着信を転送する

圏外転送 圏外または電源OFF時の着信を転送する

不応答転 一定時間不応答の着信を転送する

転先不在 離席時に移動先の電話機から転送設定がで
きる

キャンプ 呼び出し先が通話中のとき通話が終わり次
第呼び出しがある

会議 通話中に他者を呼び出し三者通話を行う

着信拒否 着信を規制する

割込拒否 割込通話を規制する

割り込み 通話中の内線に接続する

ウェイト 相手通話中に割り込み音を送る

ピック グループ内の他の番号への着信に応答する

シェア 本電話機と多機能電話機が1つの電話番号
を使用する

パーク 保留した通話に別の電話機から応答する

客室状態 客室状態を設定する

発信制限 発信を制限する

着信制限 着信を制限する

聞き取り

　モード　

　ピック　
パーク

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日

ソフトキー
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各各機機能能でで表表示示さされれるるソソフフ トトキキーー

機能項目名 表示されるソフ トキー

VoiceMail連動 ［聞き取り］［通話録音］［録音転送］

転送/キャンプオン ［不在転送］［話中転送］［圏外転送］［不応答転］［転先不在］
［キャンプ］［会議］

割り込み ［着信拒否］［割込拒否］［割り込み］［ウェイト］

グルーピング ［ピック］［シェア］［パーク］

ホテル機能 ［客室状態］［発信制限］［着信制限］

● PBXが対応していない機能は利用できません。PBXが対応しているか確認して
から機能を設定して ください。

● 各機能の操作、設定方法については、PBX側のマニュアルを参照して く ださい。
● コールピックアップ（ピッ ク）をした場合には、着信番号は表示されません。
● 「VoiceMail連動」とは通話録音装置の音声メール機能を利用することです。

ワンポイント
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PBX間のローミング機能を利用する

本電話機は通常、1つのPBX（構内交換機）の元で使用するため、他の会社
や事業所では使用できません。しかし、PBX間ロー ミ ング機能を利用すれ
ば、他の会社や事業所に出かけた場合で も、そこに設置されたPBXの内線
電話機と し て使用する こ とができます。この場合、それぞれのPBXがロー
ミ ング機能に対応し ている必要があり ます。
ロー ミ ング機能を利用する と、次のよ う な便利な使いかたができます。

例）本社と支社でPBX間ロー ミ ングを し ている場合の使用例

※ PBXによっては、本機能は使えません。お買い求めになった販売店へお問い合わせください。

本社の専用線接続番号：123 支社の専用線接続番号：134

本社 支社

本社のAさんの内線番号：1001
本社のYさんの内線番号：1002

支社のBさんの内線番号：2001

本社のAさんとYさんは、内線番号だけで通話できます。
本社と支社間の通話は、接続番号を前につけます。

本社の専用線接続番号：123 支社の専用線接続番号：134

本社 支社

AさんもBさんも、Yさんが本社にいるときと同じように電話をかけます。
Yさんは、同じ支社内にいるBさんへは内線番号だけで、本社にいるAさんには接続番号を
つけて電話をかけなければなりません。

● ロー ミ ング中は、待受画面にRM と表示されます。

通常の状態

［1002］

［1001］
［1002］［1001］ ［2001］

［134-2001］

［123-1002］

本社のY さんが支社にいる場合

［1002］

［1002］

［1001］ ［2001］
［123-1002］［123-1001］

［2001］

ワンポイント

　ピック　

　モード　

　3000　
メニュー

　電話帳　

1212：3434

1212 3434
20002000
ＯＳ１ＯＳ１

12月3012月30日（  ）日（  ）日
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